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完成予定模型

健
康
福
祉
セ
ン
タ
—
（
仮
称
）
は
、

当
町
で
過
去
最
大
の
建
築
物
に
な
り
ま

す
。
6
月
1
3
日
に
入
札
が
行
わ
れ
、
続

い
て
1
8
日
に
町
議
会
で
承
認
さ
れ
た
こ

と
で
、
正
式
に
請
負
契
約
が
成
立
し
ま

し
た
。
建
築
と
電
気
設
備
は
西
松
建
設
・
大

都
工
業
・
山
形
工
務
店
の
共
同
企
業
体

(
JV
)

が
1
5
億
2
、
2
5
0
万
円
で
、

ま
た
給
排
水
設
備
や
空
調
工
事
は
新
日

本
空
調
•
第
一
熱
学
建
設
J
>
が
4

億

9
、
3
5
0
万
円
で
請
負
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
着
工
は
7
月
中
旬
に
な
る

見
込
み
で
す
。

「
元
気
つ
く
り
」
が
テ
ー
マ

よ
く

＂町
の
活
性
化
”
が
叫
ば
れ
ま

す
。
で
は
、
活
性
化
す
る
た
め
に
は
何

が
必
要
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
「
人

が
元
気
な
こ
と
」
だ
と
考
え
ま
す
。

子
供
は
張
り
切
っ
て
勉
強
や
ス
ポ
ー

ツ
を
、
大
人
は
仕
事
に
精
を
出
し
て
家

族
を
支
え
、
お
年
寄
り
は
奉
仕
活
動
に

汗
を
流
す
。
明
る
＜
大
き
な
声
が
飛
び

交
い
、
1
日
が
早
く
感
じ
ら
れ
、
明
日

が
来
る
の
が
待
ち
遠
し
い
。
こ
れ
が
活

気
あ
ふ
れ
る
町
で
は
な
い
で
し

ょ
う

か
。つ
ま
り
、
「
元
気
づ
く
り
は
、

町
活

性
化
事
業
で
あ
る
」
と
い
え
ま
す
。
そ

こ
で
、
本
セ
ン
タ
ー
に
は
＿元
気
（
健
康
）

づ
く
り
の
た
め
の

し
か
け
＂
を
た
＜

さ
ん
用
意
し
ま
し
た
。

20
世
紀
最
大
の
建
設
事
業

複
合
施
設
で
あ
る
こ
と

元
気
（
健
康
）
づ
く
り
の
4
要
素
は

①
運
動
②
栄
養
③
休
養
④
検
診
と
い
わ

れ
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
た
め

の
施
設
を
全
て
備
ス
て
い
ま
す
。

ま
す
、
フ
ー
ル
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

ー
ム
で
運
動
を
、
栄
養
指
導
室
で
は
調

理
実
習
や
知
識
を
学
び
、
大
き
な
お
風

呂
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
。
そ
し
て
保
健
セ
ン

タ
ー
で
は
健
康
診
断
を
行
な
い
ま
す
。

ま
た
、
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
に
は

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
楽
し
い

一

日
を
提
供
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
当

初
か
ら
「
保
健
•
福
祉
・
健
康
増
進
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
（
概
念
）
に
検
討
を
重

ね
て
き
た
も
の
で
、
必
然
的
に
複
合
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
赤
ち
ゃ
ん
や
女

性
が
多
く
訪
れ
る
こ
と
か
ら
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
前
の
喫
煙
コ
ー
ナ
ー
を
除
き
、

ー
階
は
全
フ
ロ
ア
禁
煙
と
し
ま
す
。

一
日
8
人
以
上
の
寝
た
き
り
老
人
等

を
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
頃
ま
で
お

預
か
り
し
て
、
介
護
者
の
負
担
を
や
わ

ら
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
福
祉
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
な
く
し
て
は
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。
3
6
団
の
専
用
室
は
打
合
せ
や
待
機

所
と
し
て
有
効
利
用
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

ッ
ク
ア
ッ
プ

主
な
施
設
を
紹
介
し
ま
す

集
団
検
診
や
予
防
接
種
も
、
ゆ
っ
く

り
座
っ
て
待
て
る
ス
ペ

ー
ス
を
確
保
し

ま
し
た
。
ま
た
、
検
診
バ
ス
が
3
台
横

付
け
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、

ー
日
で
全
て
の
検
診
が
完
了
す
る
“
総

合
検
診
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

約
8
2
坪
あ
り
、
現
在
よ
り
多
く
の
身

体
障
害
者
の
方
々
の
リ
ハ
ビ
リ
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

み
ん
な
で
談
笑
し
た
り
、
遊
び
な
が

ら
リ
ハ
ビ
リ
を
し
ま
す
。
昼
食
は
2
階

の
食
堂
か
ら
、
専
用
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
で

運
ば
れ
ま
す
。

普
通
の
浴
槽
の
ほ
か
に
、
車
イ
ス
に

乗
っ
た
ま
ま
で
入
浴
で
き
る
装
置

（
一

千
万
円
し
ま
す
）
を
備
え
ま
し
た
。
入

浴
者
を
持
上
げ
な
い
の
で
、
恐
怖
感
が

あ
り
ま
せ
ん
。

看
護
婦
が
在
宅
療
養
の
高
齢
者
を
訪

問
し
、
介
護
の
指
導
や
床
す
れ
の
手
当

を
し
ま
す
。
こ
の
設
立
に
つ
い
て
は
、

現
在
町
内
の
医
師
会
と
協
議
中
で
す
。

身
体
に
障
害
の
あ
る
皆
さ
ん
が
集
っ

て
交
流
し
た
り
、
簡
単
な
手
作
業
を
行

い
社
会
参
加
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
た

時
の
控
室
と
も
な
り
ま
す
。

元
戸
バ
、
、
つ
く
り
を
、
ハ
（
 

心
と
体
の
健
康
つ
く
り
の

拠
点
と
し
て
期
待
し
ま
す

篠
原
耕
造
さ
ん

町
民
誰
も
が
気
軽
に
利
用
で

き
る
よ
う
な
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
施
設
運
営
に
際
し
次
の
こ

と
を
望
み
ま
す
。

①
高
齢
者
や
障
害
者
の
た
め
の

町
内
循
環
バ
ス
の
運
行
②
70歳

以
上
の
町
民
の
利
用
料
金
の
無

料
③
プ
ー
ル
は
婦
人
、
勤
労
者

等
の
利
用
し
や
す
い
時
間
帯
で

区
分
し
、
な
お
か
つ
終
了
時
間

を
考
慮
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

堀
野
満
穂
さ
ん

ひ
と
り
一
人
が
心
も
体
も
健

康
で
あ
る
こ
と
が
幸
せ
の
原
点

で
す
。
今
ま
で
不
備
な
点
が
多

気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う

な
施
設
運
営
を

‘、

1 健康福祉センターに期待します 私の意見・提言］
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渡
辺
専
造
さ
ん

か
っ
た
大
洗
町
に
健
康
づ
く
り

の
拠
点
「
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

が
建
設
さ
れ
る
運
び
と
な
り
喜

び
と
期
待
で

一
杯
で
す
。

「
健
や
か
に
生
ま
れ
、

健
や
か

に
生
き
、
健
や
か
に
老
い
を
迎

え
る
」
。
こ
れ
は
誰
も
の
願
い

で
す
。
こ
の
施
設
を
大
い
に
活

用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

閉
館
時
間
を
遅
く
設
定
し
、

プ
ー
ル
‘
温
泉
等
の
利
用

促
進
を

温
水
プ
ー
ル
や
ト
レ
ー
ニ

ン

グ
ル
ー
ム
で
の
体
力
増
進
や

一

日
の
仕
事
を
終
え
て
温
泉
に
入

っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
。
こ
う

し
た
施
設
が
で
き
る
こ
と
は
、

た
い
へ
ん
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。し
か
し
、
働
く
者
に
と
っ
て

は
仕
事
の
関
係
で
、
夜
の
時
間

し
か
利
用
で
き
な
い
場
合
が
多

い
と
思
う
。
閉
館
時
間
を
な
る

べ
く
遅
く
し
て
も
ら
い
た
い
。

ま
た
、
日
曜
祭
日
も
利
用
で

き
る
よ
う
な
運
営
を
お
願
い
し

た
い
。
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揺蜜でサ

冒
調
理
台
は
4
台
で
す
が
、
ガ
ス
オ
ー

ブ
ン
内
蔵
の
新
型
で
す
。
和
室
と
の
境

は
ガ
ラ
ス
で
、
幼
児
と
お
母
さ
ん
が
互

い
に
見
え
る
構
造
に
し
ま
し
た
。

_
 

約
80
人
の
会
議
が
で
き
る
机
と
イ
ス

を
用
意
し
ま
す
。
2
室
に
分
割
も
可
能

で
、
大
画
面
の
カ
ラ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
を
設
置
し
ま
す
。_
 

す
。
大
き
な
浴
槽
の
浴
室
と
、
小
さ
な

浴
槽
が
数
あ
る
浴
室
に
分
け
ま
し
た
。

例
え
ば
、

一
週
間
交
代
で
＂
の
れ
ん
＂

を
替
え
れ
ば
、
両
方
が
楽
し
め
る
わ
け

と
も
に
気
泡
浴

・
ジ
ェ
ッ
ト
浴
装
置

や
サ
ウ
ナ

・
薬
湯
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

_
 

温
泉
を
楽
し
ん
だ
あ
と
、
ゆ
っ
く
り

集
会
室
は

90
畳
。
ス
テ
ー
ジ
も
あ
り
、

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
食
事
も

で
き
ま
す
。

．
 

に
用
意
し
ま
し
た
。
長
椅
子
で
ゆ
っ
く

_
 

em
の
リ
ハ
ビ
リ
用
（
子
供
用
）
フ
ー
ル

が
あ
り
ま
す
。
温
水
プ
ー
ル
な
の
で
、

通
年
利
用
が
で
き
ま
す
。
目
が
痛
く
な

い
よ
う
、
殺
菌
は
オ
ゾ
ン
が
主
体
で
す
。

身
体
を
温
め
る
の
は
ジ
ャ
グ
ジ
ー
バ
ス

（
気
泡
湯
）
に
し
ま
し
た
。

幼
児
の
水
泳
教
室
や
小
中
学
校
の
水

泳
訓
練
、
成
人
の
健
康
づ
く
り
の
た
め

の
水
泳
や
水
中
歩
行
、
水
中
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
等
で
の
利
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
常
駐

_
 

筋
カ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
た
め
の
各
種

マ
シ
ン
を
設
置
し
ま
す
。
フ
ロ
ア
運
動

が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

プ
ー
ル
と
の
間
に
あ
る
教
官
室
は
、

両
方
が
見
え
る
よ
う
ガ
ラ
ス
張
り
で

す
。
若
者
だ
け
で
な
く
、
中
高
年
者
の

腰
痛
教
室
や
痩
身
教
室
に
も
利
用
し
ま

• 
1
階
の
事
務
所
に
は
、
保
健
セ
ン
タ

ー
職
員
と
社
会
福
祉
協
議
会
が
入
り
ま

す
。
看
護
婦
、
保
健
婦
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の

一
体
化
で
保
健
福
祉
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

全
館
床
暖
房
で
す
。
ト
イ
レ
は
身
障

者
用
は
も
ち
ろ
ん
、
特
に
女
性
用
に
気

を
使
い
ま
し
た
。
壁
収
納
の
ベ
ビ
ー
ベ

ッ
ド
、
個
室
内
に
は
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト、

男
児
の
尿
検
査
の
た
め
に
、
小
便
器
も

設
置
し
ま
し
た
。

全
館
で
体
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に

段
差
を
な
る
べ
く
少
な
く
し
、
点
字
手

す
り
等
も
多
数
取
り
付
け
ま
す
。
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
は
l
人
用
の
大
型
で
す
。

運
営
の
概
要

現
在
検
討
中
で
す
が
、
大
体
の

方
針
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

利
用
時
間
は
？

午
前
l
O
時
＼
午
後
9
時
の
予
定
。

た
だ
し
ー
階
部
門
は
役
場
と
同

じ
。
休
館
日
は
？

2
階
の
お
風
呂
等
は
週
1
回
の
平

日
と
、
年
末
年
始
だ
け
に
な
り
ま

す
。
ー
階
の
保
健
セ
ン
タ
ー
と
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
土
・

日

・
祭
日
で
す
。

入
場
料
金
は
？

町
民
の
方
は
町
外
者
の
料
金
の
半

額
程
度
に
な
る
見
込
み
で
す
。
高

齢
者
と
小
学
生
は
、
大
人
の
料
金

か
ら
減
額
す
る
方
針
で
す
。

「
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
」
で
は
呼

び
に
く
い
が
？

時
期
を
み
て
、
誰
に
で
も
親
し
ま

れ
る
愛
称
を
公
募
し
ま
す
。
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7月208（海の8)~318は海の旬間

菊もたいせつし
菊もきれ

：悶9
・トヒックス． 

資
源
に
乏
し
い
日
本
に
と
っ
て
、
外

国
と
の
貿
易
は
大
変
重
要
で
す
。
食

料
•

原
材
料
の
大
部
分
、

エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
は
海
外
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん。

そ
の
貿
易
物
資
の

9
9
.
8
％
が

船
舶
に
よ

っ
て
運
ば
れ
て
い
ま
す
。
海

は
、
日
本
の
産
業
を
支
え
る
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

レ
ジ
ャ
ー
・
港
湾
整
備

最
近、

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

貿
易

周
り
を
海
に
囲
ま
れ
た
島
国

—

日
本

に
住
む
わ
た
し
た
ち
は
、
直
接

・
間
接

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
海
に
か
か
わ
っ
て
生

活
し
て
い
ま
す
。
7
月
2
0
日
か
ら

31
日

ま
で
は
海
の
旬
間
で
す
。
こ
の
機
会
に

海
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え

て
見
ま
し
ょ
う
。

海
の
恵
み
に
関
心
を

四
面
を
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
。
わ
た

し
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
面
で
海
か
ら
の

恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。

日
本
の
気
候
は
、
海
の
お
か
げ
で
大

陸
と
比
べ
て
暑
さ
や
寒
さ
が
あ
ま
り
厳

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
暑
い
時
季
、
寒
い

時
季
は
あ
り
ま
す
が
、
海
が
あ
る
の
で

比
較
的
温
暖
で
生
活
し
や
す
い
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
を
受
け
て
い
ま
す
。

気
候

／／  

海
と
語
ろ
う
夢
・
未
来

人
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
う
ウ

ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
開
発
も
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
人
口
海
浜
の
プ
ロ
ム
ナ

ー
ド
と
い
っ
た
施
設
が
整
備
さ
れ

、

「楽
し
む
た
め
の
港
」
が
脚
光
を
浴
び

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
運
輸
省
で
は
自

然
に
配
慮
し
た
港
湾
“

エ
コ
ポ
ー
ト＂

と
呼
ば
れ
る
瑣
境
に
や
さ
し
い
港
湾
づ

く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
今
や
、

港
は
仕
事
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
自
然

が
潤
う
海
に
親
し
む
空
間
と
し
て
、
幅

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
各
地
で
「
海
の
旬
閻
」
に
関

係
す
る
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
行
わ
れ
ま

す
。町
で
は
、
次
の
行
事
を
行
い
ま
す
。

7
月
19
日
（
土
）

・
2
0
日
（
日
）
に
は
、

海
上
自
衛
隊
輸
送
艦

「み
う
ら
」
の
体

験
乗
船
や

一
般
公
開
（
7
月
20
日
の

み）。

ま
た
、

7
月
25
日

（金）

に
は

町
内
の
小
中
学
生
や
そ
の
父
兄
を
対
象

に
ヨ

ッ
ト
・
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
教
室
の

開
催
、
魚
釣
り
園
の
無
料
開
放
(

7

月

2
0
日
）
、
大
洗
水
族
館
の
入
場
料
の
割

引
(

7

月
2
0
日
）
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
本
海
で
発
生
し
た
ナ
ホ
ト
カ
号
の

油
流
失
事
故
の
よ
う
な
こ
と
が
今
後
起

き
な
い
よ
う
に
、
き
れ
い
な
海
を
保
ち、

海
の
未
来
へ
の
明
る
い
可
能
性
を
考
え

て
行
き
ま
し
ょ
う
。

行
事
に
関
す
る
問
合
せ

大
洗
港
湾
事
務
所

6

(2
6
7
)
2
7
0
6

企
画
課

6

(
2
6
7
)
5
1
1
1
内
線
2
2
3

・バリア

大洗サンビーチ海岸では、 今年から「バリア

フリービーチ」を掲げ、全国初の車いすの方にも

海水浴が楽しめる活動をスタートします。

みなさんのこ協力をお願いします。

亘イスで涸水浴へ行こうl!
在全て楽しい六洗サンヒ→ヂ涸樺
「バリアフリー」 ってなあに？

障害をもつ人たちや、お年寄りが自由に安全でしか

も快適に活動できるようにする事だよ。あたりまえ

の事だよね

ビーチには何があるの？

①リフトバスの駐車場 （予約）②更衣室、トイレ、シャワー③

車イス預かり④砂浜移動用の特殊車イスRライフジャケット貸

与 （ただし、付き添そいは各1名以上おつき下さい）

小さな一歩だけどみんなの協力をよろしくね！

'97.7.8 広報おおあらい (6) 



いよいよ我が町にとって暑い夏を迎

える時がまいりました。

6月22日、朝5時30分、約3千人も

の町民の皆さんが集まり、町の環境美

化のための「クリーンアップ大洗」の

始まりです。

この取組みは、全町内の空き缶やご

みを中心とした清掃ですが、特に海水

浴シーズンを迎え海岸の清掃にも力を

いれていただきました。

ちょうど台風7号の影響で増水した

那珂川から運ばれてきた流木やヨシな

どが海岸線に打ち上げられており、こ

の大足の漂流物は後ほど回収するにし

ても、空き缶やごみが一掃されてきれ

いな海岸となりました。これまでも多

くの企業、団体、町民の皆さんが清掃

活動に取り組んで頂いており、街の美

しさを増してきております。

街を花いっぱいにする運動も高まっ

てきていますし、こうした輪を広げて

いきたいと思っています。

クリーン作戦や花いっぱい運動への

企業や事業所、町民の参加は、この町

に住む人と人との連帯感を育て文化性の高いまちづくり

のスタートになると信じています。

◆ ◆ 

最近、大変うれしい手紙をいただきました。それは、

学校、地域、家庭の連携によって手づくりで作り上げた

「共育読本きらきら大洗っ子」の冊子を読んでの感想でし

た。その内容に高い評価をいただいたのです。．． 
「；責」には、子どもと共に親も育ってほしい、大切．． 
な大洗っ子を夫婦で家族で地域で共に育てようとの願い

が込められています。

大洗の小中学生は今どんな問題を抱えているのか、そ

の問題解決には親として人として、また地域として何を

すればいいのか。この読本がその一考になれば幸いです。

一人でも多くの方々に読んで頂きたいと思っています。

〇

育
っ
て
い
ま
す
住
民
参
加
の
町
つ
く
り

゜

大
洗
町
長

小
谷
隆
允

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
的
に
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

少
年
を
非
行
か
ら
守
り
、
罪
を
犯
し

た
人
や
非
行
に
陥
っ
た
少
年
の
更
生
を

支
え
る
た
め
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
理

解
を
深
め
、
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
輪

を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

期
間
中
の
主
な
行
事

大
洗
保
護
司
連
絡
会
（
佐
藤
忠

一
会

長
）
で
は
、

7
月
ー
日
か
ら
3
日
の
3

日
間
、
大
洗
駅
前
で
街
頭
広
報
活
動
を

行
っ
た
ほ
か
、
ポ
ス
タ
ー
や
懸
垂
幕
の

掲
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
／
福
祉
課
（
C
内
線
ー
5
l
)

ま
た
、

7
月
は
「
青
少
年
を
非
行
か

ら
守
る
全
国
強
調
月
間
」
で
も
あ
り
ま

す
。
最
近
で
は
、
覚
せ
い
剤
な
ど
の
薬

物
乱
用
が
中
高
生
に
ま
で
ま
ん
延
す
る

な
ど
、
非
常
に
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
非
行
に
走
る
背
景
に
は
、

家
庭
環
境
や
交
友
関
係
な
ど
多
く
の
要

員
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
ま
す
。
非

行
防
止
に
は
ま
す
、
こ
う
し
た
問
題
を

一
っ

―
つ
解
決
し
、
非
行
を
誘
発
し
な

い
よ
う
な
社
会
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で

す
。
地
域
住
民
の
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

＇ 
ー・

—
-

.
 

.
 
'

ヽ
．． 

町
の
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
活
躍
す
る
「
，

97
ミ
ス
ポ
ー
ト
大

洗
」
コ
ン
テ
ス
ト
（
主
催

'97
大
洗

の
ま
つ
り
実
行
委
員
会
）
が
6
月
8
日

大
洗
マ
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
内
各
地
か
ら
40
名
の
応
募
が
あ

り
、
そ
の
中
か
ら
、
書
類
選
考
さ
れ
た

18
歳
か
ら
25
歳
ま
で
の
18
人
が
当
日
の

コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
ま
し
た
。

出
場
者
た
ち
は
、

5
人
ー
組
に
な
り

審
査
委
員
か
ら
「
応
募
の
動
機
、
大
洗

の
イ
メ
ー
ジ
、
海
の
生
き
物
に
例
ス
れ

ば
」
な
ど
の
質
問
を
受
け
、
ハ
キ
ハ
キ

と
笑
顔
で
答
え
て
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、

9
代
目
ミ
ス
ポ
ー
ト

7
月
は
「
社
会
を
明
る
＜

す
る
運
動
」
強
調
月
間
で
す

（
 

青
少
年
自
身
や
保
護
者
な
ど
の
悩
み

の
相
談
は
、
各
地
区
の
青
少
年
相
談
員

か
町
生
涯
学
習
課
(

6

内
線
3
5
4
)

‘、

（写真左から）中村美江さん、根本久
美さん、藤原千春さん

第

9
代
ミ
ス
ポ
ー
ト
大
洗
が
決
ま
る

大
洗
の
栄
冠
に
輝
い
た
の
は
、
大
洗
町

の
会
社
員
、
根
本
久
美
さ
ん
(

2

1

)

、

石
岡
市
の
家
事
手
伝
い
、
中
村
美
江
さ

ん
(

2

4

)

、
北
相
馬
郡
利
根
町
の
家
事

手
伝
い
、
藤
原
千
春
さ
ん
(

2

3

)

の
3

人
。選
ば
れ
た

3
人
に
は
、
大
会
会
長

（
小
谷
町
長
）
よ
り
ト
ロ
フ
ィ
ー
と

30

万
円
の
旅
行
ク
ー
ポ
ン
券
等
の
副
賞
が

贈
つ
れ
、
ま
た
、
海
洋
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
清
潔
感
の
あ
る
さ
わ
や
か
な
デ
ザ
イ

ン
の
新
制
服
の
制
作
発
表
も
同
時
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

根
本
久
美
さ
ん
は
「
大
洗
の
顔
と
し

て

一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
」
。
中
村

美
江
さ
ん
は
「
全
力
で
町
の
イ
メ
ー
ジ

ァ
ッ
プ
に
努
め
て
い
き
ま
す
」
。
藤
原

千
春
さ
ん
は
「
た
く
さ
ん
の
方
々
に
大

洗
の
良
さ
を
P

R
し
て
い
き
ま
す
」

。

と
抱
負
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
2
年
間
、
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を

期
待
い
た
し
ま
す
。
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最
近
、
車
を
運
転
し
た
り
道
を
歩
い

て
い
て
、
道
路
脇
の
花
壇
や
ロ
ー
タ
リ

ー
に
き
れ
い
な
花
が
咲
い
て
い
る
の
に

気
付
か
れ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
町
内
の
各
所
で
サ
ル
ビ
ア

や
マ
リ
ー
コ
ー
ル
ド
な
ど
夏
花
が
植
ス

ら
れ
、
き
れ
い
な
花
壇
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

6
月
の
上
旬
に
地
区
住

民
、
子
供
会
、
婦
人
会
、
大
洗
漁
協
婦

人
部
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
フ
、
コ
コ
ス
大
洗
店
の
み
な
さ
ん

が
植
召
込
み
を
し
、
水
ま
き
や
草
取
り

の
筐
理
を
し
な
が
ら
大
切
に
育
て
て
い

一
る
も
の
で
す
。
な
か
に
は
ポ
ッ
ト
に
種

を
ま
い
て
発
芽
さ
せ
て
か
ら
花
壇
に
移

植
し
た
苗
も
あ
り
、
ま
さ
に
手
作
り
の

花
壇
で
す
。
四
季
折
々
の
花
を
咲
か
せ

る
花
壇
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
最
近
で
は
各
家
庭
で
も
花

づ
く
り
や
ハ
ー
ブ
を
楽
し
む
方
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
適
り
か
ら
も
見
え
る

色
鮮
や
か
な
花
や
緑
は
、
ま
ち
に
う
る

お
い
を
与
え
私
た
ち
の
心
を
な
こ
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
鉢
や
プ
ラ

ン
タ
ー
な
ど
、
手
軽
に
出
来
る
も
の
か

ら
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か。
町
緑
化
推
進
協
議
会
で
は
花
い
つ
ば

い
運
動
を
推
進
し
て
お
り
、
多
く
の
人

の
目
に
触
れ
る
花
壇
を
作
っ
て
み
よ
う

と
思
う
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
苗
等
は
協
議
会
で
負
担
し
ま
す
。

今
回
、
新
し
く
始
ま
っ
た
磯
道
の
コ
コ

ス
前
の
花
壇
整
備
に
も
、
種
や
苗
等
の

購
入
に
要
す
る
費
用
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
町
緑
化
推
進
協
議
会

事
務
局
（
役
場
都
市
計
画
課
内
6
内
線

2
6
l
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

づ
く
リ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

芽
が
育
っ
て
い
ま
す

クリ一ンアップ
大洗
,. 

こ協力ありがとうこざいました。

私
た
ち
が
住
む
ま
ち
は
、
自
ら
の
手

で
き
れ
い
に
し
よ
う
。

町
で
は
6
月
22
日
に
、
町
民
参
加
に

よ
る
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
ー
大
洗
」
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
早
朝
か
ら
町

内
の
各
種
団
体
(

4

2

団
体
）
、
町
内
会

(

4

3

町
内
）
、
や
町
民
の
皆
さ
ん
、
町
職

員
な
ど
総
勢
3
0
0
0
人
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
参
加
。
各
班
ご
と
に
分
か
れ
、

町
内
主
要
道
路
や
大
洗
海
岸
、
大
洗
港
、

マ
リ
ン
タ
ワ
ー
周
辺
、
サ
ン
ビ
ー
チ
海

岸
、
大
貫
橋
周
辺
、
夏
海
幹
線
道
路
周

辺
な
ど
に
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
等
の
こ

み
の
回
収
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

約
2
時
間
か
け
て
拾
い
集
め
た
こ
み

は
総
重
量
2
1
.
0
3
ト
ン
。
そ
の
内
ア
ル

ミ
、
ス
チ
—
ル
缶
合
わ
せ
て

約
6
3
5
進
の
リ
サ
イ
ク
ル

資
源
ご
み
が
回
収
さ
れ
ま
し

た。
ま
た
、
町
主
催
の
「
ク
リ

ー
ン
ア

ッ
プ
！
大
洗
」
以
外

で
も
論
理
研
究
所
大
洗
支
部

ゃ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
各

金
融
機
関
、
小
中
学
校
、
各

種
団
体
、
各
事
業
所
、
地
域

の
皆
さ
ん
な
ど
た
く
さ
ん
の

方
々
が
自
主
的
に
道
路
や
海

岸
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。皆
さ
ん
こ
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

9977.8 広報おおあらい (8) 



共育読本

きらさら

出発は家庭から

●
う
ち
の
孫
は
、
こ
づ
か
い
の
使
い
道

を
楽
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
る
ん
で
す

ょ
゜

●
わ
が
家
で
は
、
子
ど
も
に
は
子
ど
も

に
見
合
っ
た
こ
づ
か
い
を
与
え
、
そ
の

中
か
ら
が
ま
ん
す
る
心
と
お
金
の
大
切

さ
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ

て
い
る
。

•
少
し
す
つ
こ
づ
か
い
た
め
て
、
ミ
ニ

四
駆
買
っ
た
ん
だ
。
た
っ
た
―
つ
だ
け

ど
、
今
も
大
事
に
し
て
る
よ
。

•
子
ど
も
の
本
や
お
も
ち
ゃ
を
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
ま
わ
し
た
り
、
古
紙
や

缶
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
子
ど
も
に

協
力
し
て
も
ら
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。

（
中
学
生
の
母
）

Vol. 4 

幼児のうちから根気づよく
金銭教育

いいなあ

こ
‘
‘
つ
か
い
を

通
し
て
教
え
よ
う

大
切
な
物． 
体

（
小
学
生
）

（
中
学
生
の
父
）

（
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
）

． 
心

（
中
学
生
）

●
う
ち
の
子
は
友
達
が
欲
し
い
ば
か
り

に
、
友
達
に
お
金
を
与
え
て
取
り
巻
き

を
作
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
知
り
な
が
ら

親
と
し
て
厳
し
く
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
成
長
に
悪
影
響
が
あ
っ
た
。

（
中
学
生
の
親
）

•
大
洗
町
に
は
、
昔
か
ら

「金
守
（
か

ね
も
り
）
、
銭
守
（
ぜ
に
も
り
）
」
と
い

う
言
葉
が
あ
る
。
親
が
忙
し
い
た
め
、

子
ど
も
に
お
金
を
与
え
て
留
守
を
さ
せ

て
い
た
。

（
町
の
高
齢
者
）

•
親
は
知
っ
て
い
る
の
つ
小
学
校
低
学

年
の
子
が
、
1
万
円
も
の
大
金
を
持
っ

て
買
物
に
来
る
ん
で
す
よ
。

（
町
の
お
も
ち
ゃ
屋
さ
ん
）

•
親
だ
っ
て
、
家
電
製
品
や
車
な
ど
す

ぐ
に
次
の
物
を
買
っ
て
る
。

（
小
学
校
の
先
生
）

•

文
房
具
を
な
く
し
て
も
、
捜
さ
す
に

す
ぐ
買
っ
て
し
ま
う
。

つぶやき

（％） 口 毎日決まった額

ロ1週間に一度決まった額
□ lヵ月に決まった額
ロ 必要なときにもらう

ロ もらわない

（平成8年大洗町小•中学生アンケー ト ）

(9) 広報おおあらい '97.7.8 



の
ひ

歌
壇

癌
の
友
見
舞
わ
ん
と
し
て
持
ち
来
た
り

「
猿
の
腰
掛
け
」
を
手
篭
に
入
れ
て

大
貫
新
町
小
野
瀬
イ
シ

（
評
）
「
猿
の
腰
掛
け
」
は
、
最
近
よ
く

知
ら
れ
る
漢
薬
で
あ
る
。
具
象
化
し
た

内
容
で
気
持
の
よ
く
現
れ
た

一
首。

は

り

ど

ひ
も
す
が
ら
披
璃
戸
ゆ
さ
ぶ
る
メ
イ
ス

こ

も

つ

く

ろ

ト
ー
ム
部
屋
に
篭
り
て
障
子
繕
う

寺
釜
五
区
堀
野
満
穂

（評）

五
月
嵐
は
突
然
や
っ
て
来
た
。

二
木
の
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
、
気
持

を
仕
事
に
紛
ら
わ
せ
る
作
者
で
あ
る
。

い
だ

つ
ん
つ
ん
と
脊
丈
違
い
に
芽
を
出
す
野

つ

く

し

辺
の
土
筆
を
見
ん
と
出
て
来
ぬ

寺
釜
九
区
三
村
住
江

（
評
）
「
つ
ん
つ
ん
と
」
が
効
い
て
い
る
。

春
の
野
に
心
を
遊
ば
せ
る
作
者
の
姿
が

よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。

ま

も

米
余
り
に
揺
ら
ぐ
農
夫
ら
目
守
る
な
か

湾
埋
め
立
て
の
杭
は
打
た
る
る

南
清
水

一
区
広
木
チ
イ

（評）

テ
レ
ビ
で
の
一
場
面
。
人
こ
と

で
な
い
目
の
前
の
事
実
と
し
て
詠
み
あ

げ
た
と
こ
ろ
に
共
感
を
覚
え
る
。

あ
ら
た
め
て
我
の
決
め
た
る
休
肝
日
眠

ょ

ゎ

れ
ぬ
夜
半
に
盃
を
重
ぬ
る

蔵
前
二
区
田
山
佳
風

（評）

休
肝
日
を
自
分
で
決
め
て
お
き
、

．． ． ． 

●
勝
山
一
美
選

そ
れ
が
叶
わ
な
い
と
い
う
の
だ
。
同
様

の
思
い
に
あ
る
の
が
、
人
の
常
で
あ
ろ

う
。

青
若
菓
し
げ
れ
る
下
に
草
笛
を
友
と
吹

き
お
り
幼
8
の
ご
と

永
町

一
区
高
崎
夫
佐
江

（
評
）
「
草
笛
」
と
い
う
詩
情
の
込
め
ら

れ
た

一
首
。
自
然
の
も
つ
心
に
立
ち
返

っ
た
時
、
人
は
誰
で
も
歌
が
生
れ
る
。

ヵ

ベ

ふ

萱
厚
く
葺
か
る
る
屋
根
の
浄
蓮
寺
樹
々

の
青
策
に
深
く
埋
も
れ
て

仲
町
四
区
庄
司
千
代
子

（
評
）
こ
ん
も
り
と
し
た
青
葉
に
か
こ

ま
れ
た
た
た
す
ま
い
を
描
写
。
上
句
の

作
者
の
目
が
よ
く
効
い
て
い
る
。

た

か

ね

か

む

快
睛
の
富
士
の
高
嶺
の
冠
り
た
る
雪
か

ぁ

が
よ
う
を
飽
か
な
く
見
お
り

祝
町
＿二
区
河
野
み
よ

（
評
）
富
士
は
ま
さ
し
く
霊
峰
で
あ
る
。

雪
を
い
た
だ
い
た
富
士
を
前
に
し
た

時
、
思
わ
す
強
い
感
動
が
走
る
。

ヘ
ー
ル
・
ボ
ッ
プ
彗
星
淡
く
尾
を
曳
き

て
宇
宙
の
旅
や
い
づ
こ
え
行
か
ん

蔵
前
三
区

鴨

川

靖

（
評
）
再
び
地
球
に
接
近
す
る
の
は

二

千
年
後
の
こ
と
。
空
を
見
上
げ
る
作
者

の
奇
し
い
ま
で
の
心
が
伝
わ
っ
て
く

る。

物
不
足
の
時
代
を
過
ぎ
来
し
わ
が
家
の

古
い
着
物
が
タ
ン
ス
に
眠
る

祝
町
五
区

石
沢
き
み

（
評
）
こ
婦
人
と
言
わ
す
、
誰
も
が
実

感
す
る

一
首
。
古
い
世
帯
ほ
ど
不
要
も

の
が
増
え
る
ば
か
り
だ
。

病
棟
の
廊
下
に
交
わ
す
声
々
の
い
つ
し

か
や
み
て
宵
過
ぎ
ん
と
す

祝
町
二
区

吉

川

和

（
評
）
病
院
生
活
の

一
駒
で
あ
ろ
う
か
。

細
々
と
言
葉
を
交
わ
し
あ
う
実
景
が
よ

え
が

く
画
き
出
さ
れ
て
い
る
。

か
っ
こ
う

郭
公
の
嗚
く
を
聴
く
た
び
早
逝
の
姉
を

よ
み
が

送
り
し
日
の
遠
え
る
新
町
六
区
関
根
秀
子

（
評
）
真
直
ぐ
に
詠
み
あ
げ
た
歌
。
悲

し
み
を
上
句
に
こ
め
て
作
ら
れ
た
心
情

が
、
切
実
な
ま
で
に
伝
わ
っ
て
く
る
。

十
有
余
年
経
た
る
か
庭
の
抽
子
の
木
の

初
め
て
見
す
る
五
六
枚
の
花

角

―二
区
前
原
青
嵐

（
評
）
力
の
入
っ
た
作
と
し
て
評
価
す

る
。
結
句
も
巧
み
に
ま
と
め
あ
げ
、
初

句
の
字
余
り
も
気
に
な
ら
な
い
。

．

ょ

じ

く

が

東
の
洋
上
に
日
の
燃
ゆ
る
と
き
陸
こ
と

ご
と
く
光
に
充
て
り
髭
釜
六
区
勝
山
一

美

今
回
は
、
大
洗
短
歌
会
の
折
の
作
品
を

取
り
上
げ
た
。
次
回
は
、
七
月
十

一
日

（
土
）
午
後
一
時
。
於
生
涯
学
習
課
和

室
。
ど
な
た
で
も
自
由
に
、
そ
し
て
気

軽
に
御
参
加
下
さ
い
。
歌
は
お
互
い
勉

強
を
重
ね
る
こ
と
で
す
し
、
日
本
人
古

来
の
伝
統
を
引
継
ぐ
の
も
私
達
で
す
。

｀ ひじり保育園

沢

J
i

:

 

てるぬま たくやくん (5歳）

ほ
く
／
―
，0
足
し
の
三ハヤ~̂‘
 

ひじり保育園 たなか さちえさん (5歳）

l

つ
グ

2
．
孝
マ
ラ
リ
ー

ひじり保育園

d9 

ねもと

亨
しおりちゃん (5歳）

ひじり保育園 いしい やすゆきくん (5歳）

'97.7.8 広報おおあらい (l 0) 



「セキレイ」 300mmソフト F 4 1/250 
高橋和豊

〔評〕まさに飛び立とうとしているその瞬間を、

うまく撮影しました。超望遠鏡レンズをうまく使

いこなしていると思います。シンプルな構成が良

いですね。

「)| |」 1/125 

松野洋治

〔評〕単なるゴミが写真になることでいろいろな

メッセージが伝わってきます。考え直さなければ

ならぬ問題に願いを込めてシャッターを押してい

る作者の姿を学ぶべきですね。

28~70mm F8 

フ
功
ト

[゚講
評
]
萩

谷

茂

七
月
は
梅
雨
が
明
け
、
紫
陽
花
も

残
花
と
な
り
、
花
に
と
っ
て
過
酷
で

暑
い
日
々
が
お
と
す
れ
ま
す
。
そ
う

し
た
暑
さ
の
中
に
も
涼
し
げ
な
桔
梗

の
花
が
ひ
っ
そ
り
と
咲
き
ま
す
。
桔

梗
に
は
日
本
桔
梗
と
西
洋
キ
キ
ョ
ウ

（
ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ
）
が
あ
り
、
最

近
は
野
山
に
咲
く
日
本
桔
梗
よ
り
ト

ル
コ
キ
キ
ョ
ウ
に
人
気
が
あ
る
よ
う

で
す
。
花
色
の
多
さ
、
花
持
ち
の
良

さ
、
一
年
中
花
屋
の
店
先
に
お
い
て

あ
る
身
近
さ
が
若
い
人
達
に
受
け
て

い
る
よ
う
で
す
。
別
名
を
リ
シ
ア
ン

サ
ス
、

ユ
ー
ス
ト
ス
と
も
呼
び
ま
す
。

日
本
桔
梗
は
、
六
月
の
中
旬
か
ら

早
生
花
が
咲
き
、
晩
生
の
品
種
も
七

t
 

ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ

季
節
の花
だ
よ
り

＼
八
月
が
花
期
で
す
。
秋
の
七
草
の

頃
ま
で
咲
い
て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
。
花
が
終
っ
て
か
ら
も
、

根
元
を
五
セ
ン
チ
位
残
し
て
刈
り
取

り
、
肥
料
を
施
し
ま
す
と
、
二
度
目

の
花
が
咲
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ゆ

り

ま
た
、
七
月
は
百
合
の
季
節
で
も

あ
り
ま
す
。
ヤ
マ
ユ
リ
の
白
い
花
が

咲
き
競
い
、
町
内
で
も
砂
地
の
松
林

に
お
い
て
ス
カ
シ
ュ
リ
（
浜
ユ
リ
）

の
赤
い
花
が
自
生
し
て
い
る
の
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
園
芸
用
の
百
合
は

数
百
種
の
品
種
が
あ
り
ま
す
が
、
花

壇
な
ど
の
自
然
栽
培
で
は
六
月
上
旬

か
ら
ス
カ
シ
ュ
リ
、
オ
リ
エ
ン
タ
）

ユ
リ
、
カ
ノ
コ
ユ
リ
、
テ
ッ
ポ
ウ
ユ

リ
な
ど
が
八
＼
九
月
頃
ま
で
咲
き
ま

す
。
毎
年
花
を
咲
か
せ
る
に
は
、
咲

き
終
わ
っ
た
花
を
摘
ま
ん
で
化
学
肥

料
を
与
え
、
茎
が
枯
れ
る
ま
で
お
き
、

十
月
頃
に
植
歪
替
え
ま
す
。
毎
年
あ

る
い
は
二
年
に

一
度
は
植
召
替
え
ま

し
ょ
う
。
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
は
、
種
を

ま
く
と
翌
年
に
美
し
い
花
を
咲
か
せ

ま
す
の
で
お
試
し
下
さ
い
。

※
今
月
は
、
秋
咲
き
コ
ス
モ
ス
の
種

ま
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

花
言
葉

ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ

「希
望
」

日
本
桔
梗

「変
わ
ら
ぬ
愛
」

ヤ
マ
ユ
リ

「荘
厳
」
（
大
貫
寛
昭
記
）

ー
町
緑
化
推
進
協
議
会
ー

(l l) 広報おおあらい '97.7.8 



▲夫婦そろって熱心に聞き入る参加者たち

'< 
，，楽しい人形劇に口を閉じる暇もないつ

`
 

第22回春季町民野球大会が5月ll日・ 18日・ 6月l日

の各日曜日を利用し、町総合運動公園で行われました。

17チームによるトーナメントで行われたこの大会は、

準決勝・決勝と新旧チームが激突し、白熱した好ゲームを

展開しました。

決勝戦は、 1対0の大激戦でしたが、決勝までのすべて

の試合を完封試合で勝ち進んだオノチョップスが競り勝

ち、 2年ぶり2度目の春季優勝旗を手にしました。

優勝したオノチョッフスは、束茨城郡の体育大会に出場

します。

試合の結果は次のとおりです。

優勝オノチョップス

準優勝新友会

第3位大洗ターミナル

II コナウィンズ

MVP 飯塚知章（オノチョップス）

打撃賞 清宮責史（オノチョップス）

敢闘賞米川修市（新友会）

自然と一緒に育とう
6月7日に総合運動公園で、すくすくのびっ子フオー

ラムの開講式が開催されました。

これは、幼児を持つ親が当面している家庭教育上の諸

問題に応えるとともに、家庭の教育力を高めるための学

習機会を提供し、家庭教育の充実を図ろうと、町内の公

立幼稚園が合同で開催するものです。

開講式のあと、父母は講演、園児は人形劇鑑賞にわか

れ、最後に親子レクリエーション「親子ミニ運動会」を

行いました。

今回は夫婦で参加される方が多く、夫婦で家庭教育に

取り組んだり、親子でゲームを楽しんでいる姿が見られ

ました。

参加し「こ方は、「夫婦で参加する機会がなかなかない

ので、とても有意義な講演会でした」と話していました。

オノチョッフス
激戦のトーナメントを制す

▲春季V2を達成したオノチョ ップスナイン

,977.8 広報おおあらい (12) 



▲皆さん熱心に耳をかたむけていました

楽しく学ぼう

5月30日、町高年者大学の入学式が老人憩いの家で行われ、 92名（第

29期生）の皆さんが入学されました。

第1回目として、当大学の学長でもある小谷町長が講師となり、「大洗

町の展望」について話されました。

大洗町と周辺の今後の振興や、健康福祉センター、水族館などの建設計

画、土地道路などの開発、商店街の活性化等町づくりの話をされ、高年者

の皆さんは熱心に話を聞いていました。

来年3月までの予定で、 6回行われる高年者大学は今後、交通安全教室、

福祉施設の見学、焼き物教室、健康づくりなど沢山の内容になっています。

大学の修了式には、学長の小谷町長より修了証がもらえます。

参加された方は「1年間ですが、いろいろな勉強したい」と元気に話し

ていました。

スポーツのフロはマナーもフロ級

6月6日から8日までの3日間、大洗海岸で日本プロサーフィン連盟

の今期公式戦第2戦 「'97茨城プロ ・アマオープンサーフィンコンテ

スト・ゴールデンブリードカッフ」が開催されました。

これは、「大洗のまつり」行事の一環として開かれ、全国各地から

プロ・アマのサーファー120名余りが集まり、華麗な技を競いあいま

した。ファイナル （決勝）に地元ひたちなか市の沼尻和則選手が残り、

惜しくも優勝は逃したものの大健闘いたしました。

また、海水浴シーズンを前に海岸の環境美化を進めようと、プロ

アマの選手及び運営スタッフらが競技の合間に観客に呼び掛け、海岸

近くでこみ拾いを行いました。

▲全部手作りの作品です

(13) 広報おおあらい '97.7.8 

▲優勝したアダム ・フォンスさん（写真右）と準優勝の

地元沼尻和則さん（写真左）

力作がそろいました

束光台集会所で6月14日・15日の両日、地域の皆さんの

手作りによる東光台地区ミニ芸文祭が開催されました。これ

は、東和会 （大川力会長）が主催して、東光台地区l!l］内会の

皆さんがそれぞれに作品を持ち寄り行われたものです。

当日、会場には75名が出品した焼き物や書道 ・写真など

157点が展示され、また、パンで作るパンフラワーの実演な

ども行われ、訪れた方の関心を引いていました。

今回、のべ120名の方が訪れ、会場は終日たくさんの方で

にぎわい、大変盛況でした。この催しは、来年からも続けら

れる予定で、出品された方は「このような地域活動がほかの

地域にも広まってくれれば」と話していました。



平
成
9
年
度
大
洗
町
職
員
採
用
試
験

（
技
術
吏
員
）
を
次
の
と
お
り
実
施
い

た
し
ま
す
。

◎
受
験
資
格

建
築
技
術
及
び
土
木
技
術

①
昭
和
5
3
年
4
月
2
日
1
昭
和
5
5
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
高
校

卒
業
又
は
高
校
卒
業
見
込
み
の
者

②
昭
和
5
1
年
4
月
2
日
1
昭
和
5
3
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
短
大

卒
業
又
は
短
大
卒
業
見
込
み
の
者

③
昭
和
4
9
年
4
月
2
日
1
昭
和
5
1
年
4

町
職
員
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

イ
｀

昨
年
ま
で
県
で
実
施
し
て
い
ま
し
た

新
生
児
（
生
後
2
8
日
を
経
過
し
な
い
乳

児
）
の
訪
問
指
導
が
、
平
成
9
年
度
か

ら
町
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

こ
。r
 
訪
問
指
導
員
（
助
産
婦
・
保
健
婦
等
）

が
そ
の
家
庭
を
直
接
訪
問
し
、
新
生
児

の
発
育
•
発
達
の
確
認
や
母
親
の
育
児

不
安
等
に
つ
い
て
相
談

．
助
言
を
行
い

よ
り
良
い
育
児
を
支
援
す
る
も
の
で

す
。な
お
、
申
し
込
み
制
に
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

一一―.. 3]」L.../
s
・
“
,.. 

t・itべs"ifへ．ベ・・・・ヽ

新
生
児
訪
問
指
導
を

始
め
ま
し
た

月
ー
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
大
学

卒
業
又
は
大
学
卒
業
見
込
み
の
者

◎
採
用
予
定
人
員
若
干
名

◎
試
験
日
及
び
試
験
場
・
試
験
方
法

〔
第
ー
次
試
験
〕

9
月
2
1
日
（
日
）
茨
城
大
学

教
養
試
験
（
作
文
を
含
）

〔
第
2
次
試
験
〕

1
0
月
中
旬
頃

ー
次
合
格
者
口
述
試
験

・
身
体
検
査

◎
受
付
期
間

役
場
総
務
課
に
受
験
申
込
用
紙
が
あ

り
ま
す
の
で
、
所
定
の
事
項
を
記
入
の

う
え
、
7
月
7
日
か
ら
8
月
6
日
ま
で

に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

◎
そ
の
他

受
験
の
申
込
者
に
は
、
受
験
票
を
交

付
し
ま
す
。

問
合
せ
／
総
務
課
（
内
線
2
3
l
)

大
洗
町
漁
業
協
同
組
合
漁
業
研
究
会

で
は
、
海
を
相
手
に
働
く
漁
業
青
年
が

素
敵
な
パ
ー
ト
ナ
ー
に
巡
り
合
え
る
よ

う
今
年
も
「
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
テ
ィ
ー

,97
i
n
大
洗
」
を
開
催
し
、
漁
業
の
魅

力
や
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

海
の
香
り
あ
ふ
れ
る
大
洗
の
海
で
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
こ
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
日
時
／
7
月
2
6
日
（
土
）

1
2
7
日
（
日
）

場
所
／
大
洗
マ
リ
ー
ナ

2

F

レ
ス
ト
ラ
ン
マ
リ
ン

対
象
／
独
身
女
性
(

2

5

歳
1
4
5
歳
位
）

再
婚
を
お
考
え
の
方
も
大
歓
迎

募
集
人
数
／
30名

締
切
日
／
7
月
1
5
日

内
容
／
パ
ー
テ
ィ
ー

（カ
ラ
オ
ケ
・
ゲ

ー
ム
）
・
大
洗
花
火
大
会
見
学
・
ク
ル

ー
ジ
ン
グ
・
海
鮮
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
（
マ
リ
ン
ジ
ェ
ッ
ト

バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
）

会
費
／
3
0
0
0
円

問
合
せ
／
大
洗
町
漁
業
協
同
組
合

6

(
2
6
6
)
2
1
6
5
 

＝ 
t

¥

『

』
-

絡
く
だ
さ
い
。

対
象
者
／
大
洗
町
に
居
住
も
し
く
は
里

帰
り
を
し
て
い
る
新
生
児
を
も
つ
母
親

及
び
家
族

訪
問
指
導
料
／
無
料

申
込
み
／
保
健
セ
ン
タ
ー
（
内
線
ー
2

4

)

 

大
洗
港
振
興
協
会
（
会
長
小
谷
隆

亮
大
洗
町
長
）
で
は
、
毎
年
町
内
に
住

む
中
学
ー
年
生
に
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
体

験
乗
船
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
中
学
ー
年
生
の
ほ
か
、
次
の

と
お
り
、
町
民
の
皆
様
方

(l
0
0
名）

の
体
験
乗
船
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

日
時
／
8
月
4
日
（
月
）

午
前
8
時
3
0
分
受
付

行
程
／
大
洗
港
1
日
立
沖
ー
大
洗
港

（
午
後
2
時
頃
帰
港
）

参
加
料
／
無
料
（
昼
食
及
び
ご
み
袋
は

各
自
用
意
願
い
ま
す
）

応
募
方
法
／
7
月
2
3
日
（
水
）
午
前
9

時
よ
り
役
場
企
画
課
で
受
け
付
け
ま

す
。
（
電
話
に
よ
る
受
け
付
け
は
し
ま

せ
ん
）
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

乗
船
を
希
望
す
る
方
の
住
所

・
年

毎
年
1
回
提
出
し
て
い
る
「
現
況
届
」

が
、
指
定
郵
便
局
で
取
次
ぎ
が
で
き
る

ょ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
是
非
こ
利

用
く
だ
さ
い
。

開
始
期
日
／
6
月
ー
日
か
ら

指
定
郵
便
局
／
夏
海
郵
便
局
・
大
貫
郵

便
局

・
大
洗
磯
浜
郵
便
局
（
祝
町
）

※
印
鑑
、
年
金
受
給
権
者
現
況
届
（
は

が
き
）
、
切
手
2
枚
(

5

0

円
、
8
0
円
各

ー
枚
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
住
民
課
窓
口
係
（
内
線
l
l

3
.
l
l
6
)
・
夏
海
郵
便
局

6

(
2
6

7
)
4
2
0
3
・
大
貫
郵
便
局

6
(
2

6
7
)
4
2
0
2
・
大
洗
磯
浜
郵
便
局

（
祝
町
）

6
（2
6
7
)
4
2
l
g

、
n
-
fti.―
U

力
—
フ
ェ
リ
ー
び
く
と
り

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
ヘ
の
こ
招
待

9
7
i
n
大
洗
”
参
加
者
募
集

“
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
テ
ィ
ー

・97六洗の夏まつり

-W3
l
 

r

/

 

ー

公
的
年
金
受
給
権
者
の

み
な
さ
ん
へ

齢
・
連
絡
先
が
必
要
で
す
。
（
乗
船
名

簿
と
な
り
ま
す
）

問
合
せ
／
企
画
課
（
内
線
2
2
3
)

イベントの名称 開催日 開催 場 所

'97ピーチパレー 7月26日（土）
in大洗

27日（日） 大洗サンピーチ（第52回国体関東
ブロック予選会） 9 00~15 00 

花火大会
7月26日（土）

大洗サンビーチ
19 30~21 00 

クルーザーヨット 8月77日（日）
大洗港沖

レース大会 10 00~1700 

八朔祭
神事8月25日（月） 大洗磯前神社

-- - ..... 

（歩行者天国他） 8月24日（日）

（機箇通りバレード他） 全 町
（神奥渡御子供神輿）

ボディボード 8月24日（日）
大洗サンビーチ

カーニパルin大洗 9 00~16 00 

◎海開き式 7月18日（金）午前10時大洗サンピーチ海岸

◎海水浴場開設期間 7/19（土）～8/17（日）の30日間

,9778 広報おおあらい (14) 



と・なりのまちから
. L l L 
水戸地方広域市町村圏協議会

第37回水戸黄門まつり 、：口日
8月1日 （金）

千波湖フェスティバル

12: 00~22: 00 千波湖周辺
花火大会〔雨天の場合は9日 （土 ）〕
l 9: 30~21 : 00 千波湖

8月2日（土）

ミュージックギャラリー l l: 00~15 
水戸駅北ロペデストリアンデッキ

山車巡行 10:00~15: 00 
中央郵便局前～ 大工町交差点

子どもフェステイバル 15:00~17 
中央郵便局前～大工町交差点

市民カーニバル 17: 00~20 
中央郵便局前～大工町交差点

山車フェステイバル 20: 30~22 
中央郵便局前～大工町交差点

8月3日 （日 ）

神輿連合渡御と子どもフェステイバル

下市地区 10: 00~ll :30 
赤塚地区 10:00~l l: 30 
上 市地区 13:00~18: 00 
タウンフェステイバル

上 市地区 18:00~22: 00 
問合せ／ 水戸観光協会 合 (224)044 l 

30 

8月10日

00 

00 

00 

喝
ライブ ・花火大会

オープニングパレード、山

車 ・御輿のパレード

武田軍団パレード、子ども

御輿、 踊りのパレード

問合せ／ ひたちなか市役所商 工 観 光 課

ff (273) 01 l l （内線408)

ひたちなか祭

8月8日

8月9日

（金）

（土）

（日 ）

‘ 日時／ 8月14日（木） 午前10時～
場所／ 那珂川・大桂大橋上流

対象／ 小学生以下

問合せ／ 桂村役場産業課

川魚つかみどり大会

7月20日～
9月15日
大洗港

高速遊覧船

プルーソニックが

運航いたします

合 (289)22 l l 

運

航

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

／

7
月

13日
（

日

）

就

航

記

念

特

別

運

航

（

先

着

順

）

出

港

時

間

9
時

・

10時

30

分

・

13時

30分

15時

・
16時

30分

7
月

20
日

（

日

）

1
9月

15日
（

月

）

の

日

曜

・
祭

日

（

予

約

制

）

出

港

時

間

8
時

30分
・

10時
・

11時

30分

発

着

場

所

／

大

洗

港

内

（

マ

リ

ン

タ

ワ

ー

と

な

り

）

乗

船

運

賃

／

一
般

客

席

大

人

3
0
0
0
円

小

学

生

以

下

ー

5
0
0円

ス

ー

パ

ー

シ

ー

ト

大

人

5
0
0
0
円

小

学

生

以

下

2
5
0
0円

運

航

航

路

／

大

洗

港

内

か

ら

大

洗

沖

約

25kmの
遊

覧

。

所

要

時

間

約

90分

運

航

船

舶

／

船

名
ブ
ル
ー
ソ
ニ
ッ
ク

旅

客

定

員

一
階

客

席

ー

2
5名

（
二

階

客

席

ス

ー

パ

ー

シ

ー

ト

）

35名

国

民

年

金

は

、

老

後

の

生

活

の

経

済

的

安

定

の

た

め

に

大

き

な

役

割

を

は

た

し

て

い

ま

す

が

、

そ

の

他

に

も

病

気

や

ケ

ガ

で

障

害

者

と

な

っ

て

働

け

な

く

な

っ

た

時

や

、

一
家

の

働

き

手

を

失

っ

て

し

ま

っ

た

時

に

も

年

金

は

受

け

ら

れ

ま

こ
ん
な
年
金
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

ヽ

＝
廿

運

航

会

社

／

鹿

島

埠

頭

開

発

（

株

）

6
0
2
9
9
(
9
2
)
5
5
5
l
 

問

合

せ

／

大

洗

埠

頭

開

発

（

株

）

業

務

課

6

(
2
6
7
)
4
1
8
8

す

。

●

老

齢

基

礎

年

金

11保
険

料

を

納

め

た

期

間

（

免

除

期

間

を

含

む

）

が

、

最

低

25年
以

上

あ

る

人

が

65歳
か

ら

生

涯

受

給

で

き

る

年

金

で

す

。

こ

の

年

金

は

、

希

望

す

れ

ば

60歳
か

ら

64歳
の

間

に

く

り

上

げ

て

減

額

さ

れ

た

年

金

を

受

け

る

こ

と

も

、

ま

た

66歳
か

ら

70歳
の

間

に

く

り

下

げ

て

増

額

さ

れ

た

年

金

を

受

け

る

こ

と

毛

で

き

ま

す

。

●

障

害

基

礎

年

金

11
保

険

料

納

付

期

間

な

ど

の

要

件

を

満

た

し

て

い

る

被

保

険

者

が
、

病

気

や

ケ

ガ

に

よ

っ

て

障

害

等

級

ー

級

及

び

2
級

に

該

当

し

た

場

合

に

支

給

さ

れ

ま

す

。

●

遺

族

基

礎

年

金

11
保

険

料

納

付

期

間

な

ど

の

要

件

を

満

た

し

て

い

る

被

保

険

者
、

ま

た

は

老

齢

基

礎

年

金

の

受

給

資

格

期

間

を

満

た

し

た

人

が

亡

く

な

っ

た

と

き

に

、

18歳
ま

で

の

子

供

の

い

る

妻

、

ま

た

は

そ

の

子

供

に

支

給

さ

れ

ま

す

。

フ

ト

二

J
し

町
営
プ
ー
ル
の
開
設

開

設

期

間

／

7
月

21日
（

月

）

1

8
月

25白
（

月

）

開

設

時

間

／

午

前

9
時

1
午

後

4
時

30
分

有
料
駐
車
場
の
開
設

有

料

駐

車

場

／

①

大

洗

都

市

公

園

内

駐

車

場

②

嗅

立

大

洗

海

浜

公

囮

内

町

営

駐

車

場③
角

一

下

町

営

駐

車

場

有

料

期

間

／

7
月

19日

（
土
）

1

8
月

24日

（
日

）

有

料

時

間

／

▽
平

日

土

曜

日

午

前

5
時

1

午

後

3
時

▽
日

曜

日

午

前

4
時

1
午

後

3
時

※

大

洗

花

火

大

会

当

日

(

7

月

26日
）

は
、

午

後

1
時

ま

で

有

料

有

料

料

金

／

●

大

型

車

2
、

3
4
0

円

●

中

型

車

9
7
0円
●

普

通

車

7

6
0円
●

二

輪

車

＇

原

付

き

3
l
o

円問
合

せ

／

商

工

観

光

課

（

内

線

3
3

l

)
 

＂
ハ
こ
丁
目

iヨ
く入場料〉

区 分 倦 人 (30団名体以上）

般 360円 290円

高校生 290円 230円

喜
中学生 170円 130円

小3学歳生以以上下 140円 110円

※町内在住の小中学生は無料です
問合せ／生涯学習課 合267-0204

n-

-̀，
 

(l 5) 広報おおあらい 977 8 ーr 



心
配
こ
と
相
談

日
時
／
7
月
2
4
日
（
木
）

午
前
1
0
時
1
午
後
3
時

場
所
／
役
場
3
階
会
議
室

相
談
所
／
弁
護
士
（
弁
護
士
は
午
前
中

の
み
）
、
人
権
擁
護
委
員

主
催
／
水
戸
地
方
法
務
局
水
戸
人
権

擁
護
委
員
協
議
会

相
談
料
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
町
長
公
室
（
内
線
2
1
4
)

18
日

相
談
日
／
7

月

1

1

日

2

5

日

8
月
1
日

．
8
日

・
15日

場
所
／
商
工
会
館
婦
人
研
修
室

時
間
／
午
後
ー
時
3
0
分
1
3
時

※
た
だ
し
、
毎
月
第
ー
金
曜
日
だ
け
は
、

弁
護
士
の
先
生
が
相
談
を
受
け
て
く
れ

ま
す
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。
第
ー
金

曜
日
の
み
予
約
が
必
要
で
す
。

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会
（
内
線
ー

6
l
)
 

特
設
相
談
所
が

開
設
さ
れ
ま
す

黄
門
祭

‘̀ r
 

八
朔
祭
り
で
神
興
を
か
つ
い

あ
な
た
も
、
お
神
興
を

担
い
で
み
ま
せ
ん
か
ー

町
体
育
協
会
コ
ル
フ
で
は
、
町
在
住

者
及
び
町
内
に
勤
務
す
る
方
で
体
協
ゴ

ル
フ
部
に
入
会
す
る
方
の
募
集
を
行
い

ま
す
。
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
健
康
増
進
や

親
睦
を
図
る
た
め
に
是
非
入
会
し
て
プ

レ
ー
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

申
込
み
開
始
／
7
月
1
5
日
（
水
）

1

入
会
金
／
l
人

3
、
0
0
0
円

（年

間
6
回
の
大
会
）

（
参
加
料

・
プ
レ
ー
代
は
自
己
負
担
）

入
会
会
員
／
先
着
5
0
名
で
締
切
り

申
込
み
／
生
涯
学
習
課

6
(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

（
申
込
み
用
紙
は
、
生
涯
学
習

課
で
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
）

問
合
せ
／
体
協
ゴ
ル
フ
部

山
口
進
康

6

(
2
6
7
)
2
2
2
0
 

照
沼
瑞
雄

6

(
2
6
6
)
ー

2
0
0

体
協
コ
ル
フ
部
員
を

募
集
し
ま
す

で
み
ま
せ
ん
か
。

荒
磯
会
が
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

入
会
金
：・：

2
、

0
0
0
円

年
会
費
：

・・:6
、

0
0
0
円

申
込
み
／
事
務
局
（
担
当
佐
々
）

6

(
2
6
6
)
ー

7
l
l

■休
館
日

7
月
7
日
（
月
）

・
1
4
日
（
月
）

21
日
（
月
）
2
8
日
（
月
）

．
8
月
4

日
（
月
）

・
1
1
日
（
月
）

■貸
出
時
間

午
前
9
時
3
0
分
＼
午
後
4
時
3
0
分

■貸
出
期
間

2
週
間
l
人
3
冊
ま
で

※
夏
休
み
の
期
間
(

7

月
2
2
日

1
8
月

3
1
日
）
は
、
貸
出
時
間
が
1
時
間
延
長
さ

れ
午
後
5
時
3
0
分
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

図

▲常盤神社渡御（水戸 泉町）

宝くじの収益金は、私たちの街の公共事業に役立てられています。

虞 醤姦如西
発売期問・アnZ2Z2曰（グこ）～｀2nS日（望1)
（命売総言如，260億円 •42ューットの囁合）

i
[口:女-'言----‘ サでお抽きマ問せまーいすジ合ん。ャわどン日うせポぞ：先宝8ごく利月じ第t用eは1一l.9下通0動さ日償3い業-販3（．践火売59行で）6も宝-お3く77じ求部め1 ----

＊この広塁呈工業は財団：：法：言□人全国市町村振興協m会全の国後都辺援府を梨得囮1て枚§い3:0ま0す円。

●大洗文化センター● 合266-2442

量 (kg) 35,368 7 
4月
金額（円） 74,303 

量 (kg) 50,403 6 
5月
金額（円） 99,504 

星 (kg) 85,772 3 
合計
金額（円） 173,807 

今
年
4
月
か
ら
全
町
内
で
始
ま

り
ま
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
で

集
め
ら
れ
た
資
源
物
の
2
ヶ
月
分

の
回
収
置
の
集
計
が
で
ま
し
た
の

で
報
告
い
た
し
ま
す
。
町
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
こ
ざ

い
ま
し
た
。

資
源
物
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

回
収
量
中
間
集
計
報
告

月日 曜 催事内容 開始時間 開催場所 主催 入場方法

18 金 運転免許更新時講習会 900~ 大会議室 炉枢冠詮餘 関係者

7 25 金 アニメ映画会 1330~ ホール 関東映画社 有料

29 火 補聴器の説明相談会 1300~ 大会議室 掛関剌醜器 関係者

8 2 土 全国学校合奏コンクール9 00~ ホール 日本教育協会 II 

国定資産税（第2期）

国民年金（7月分）

納期は

7月31日迄です。

'97.7.8 広報おおあらい (l 6) 



月 日 曜 事業名 対象者 受付実施時間

17 木こ 3歳児健診 満3歳に達した幼児 13.00~14:00 

18 金 日本脳炎接種 3歳から就学前の幼児 13.15~14・00 

22 火 母親教室④ 6カ月～8カ月の初産の方 13.30~15:30 

7 24 木こ 乳児健診
生生後後36カカ月月～～47カカ月月のの乳乳児児 13.00~14・00 

25 金 三種混合接種 生後3カ月～90カ月未憐の乳幼児 13.15~14:00 

28 月 国保相談 老人医療受給券祈規交付者 9:00~11:30 

29 火 視と子の蜻予絣教窒 1歳の幼児及び母親 13:00~14・00 

31 木：蒻浦乳食体馳窒 妊娠6カ月～8カ月の初産の方 13:15~15・30 

8 
4 月 母子相談 母親及び乳幼児 9・30~11 ・00 

6水 一般診査相談 前裳• 指年炭祁基の方本及健ぴ康診一般イt住で民 13・06~14・00 

しばr なほ
柴田 菜穂ちゃん

（原研住宅 3歳1ヶ月）

●父光

●母弘子

よく男の子にまちがえられる
＊ ＊ ＊ ＊ 

女の子です。でも、にこにこ毎

日元気に遊んでいます。

あ
っ

1
い
夏
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
服
装
も
薄

71
に
な
り
冬
の
閻
た
め
こ
ん
で
い
た
脂
肪
が
気
に

な
る
季
節
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今

月
は
芭
さ
ん
が
一
度
は
ト
ラ
イ
し
た
こ
と
の
あ
る

「ダ
イ
エ
ッ
ト
」
の
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
し
て
も

「ダ
イ
エ
ッ
ト
」
と
い
う
と
、
ほ

と
ん
ど
の
人
が
目
標
と
な
る
体
重
を
決
め
、
そ
れ

に
向
か
っ
て
減
呈
を
始
め
る
と
思
い
ま
す
。
で
も

最
初
は
意
気
込
ん
で
無
理
な
目
標
設
定
を
す
る
た

め
に
遣
成
で
き
な
か
っ
た
り
‘
途
中
で
投
げ
出
し

て
し
ま
っ
た
り
、
気
が
付
け
ば
元
の
体
重
よ
り
オ

ー
バ
ー
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

“ 

アイドIL!

たやま ようへい

田山陽平くん
（寺釜 2歳7ヶ月）

●父隆一

●母久子

ひとりで何でもやろうとす

る陽平くん。食べることも自

分で食べなきゃ気がすまない

のはいいけれど、野菜も食べ

ようね。

「ダイエッ ト」

午
前
の
部
（
午
前
9
時
＼
午
前
1
1
時）

▲
7
月
1
8
日
（
金
）

▲
7
月
25日

（金）

▲
7
月
29日

（火
）
▲
8
月
1
日

（金）

▲
8
月
8
日

（金）

▲
8
月
12日

（火
）

午
後
の
部

（
午
後
1
時
＼
午
後
3
時
）

▲
7
月
23日

（水
）

整
形
外
科
医
診
察
指
f

機
能
回
復
訓
練

ご

▲

8
月
5
日

（火）

理
学
療
法
士
指
導

▲
訓
練
場
所
町
保
健
セ
ン
タ
ー

▲
訓
練
対
象
障
害
を
も
っ
た
方
で
機

能
訓
練
が
必
要
な
方

※
雨
天
の
場
合
は
い
す
れ
の
訓
練
も

中
止
と
な
り
ま
す
。

か
っで
す
か
ら
自
分
に
あ
っ
た
目
標
を
た
て
る
こ
と

が

m要
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
求
め

方
の
＿
例
を
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

R
標
準
体
重
(

5

6

3

2

)

kg
ll
身
長

(
l
.
6
)

m
x
身
長

(l
.
6
)
m
x
2
2

体

mは
、
標
準
体
重
の
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス

1
0
%

の
範
囲
に
保
つ
の
が
理
想
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
自
分
な
り
の
目
標
を
設
定
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

さ
て
目
標
体
重
を
設
定
し
た
ら
、
ど
れ
く
ら
い

の
期
間
で
目
標
体
重
に
近
づ
け
る
か
と
い
う
目
標

期
間
の
設
定
で
す
。
だ
い
た
い
ー
か
月
で
1
呟
程

度
の
減
置
を
目
指
す
と
体
に
無
理
な
く
で
き
る
と

思
い
ま
す
の
で
｀
例
え
ば
3
減
置
す
る
な
ら
3
kg

か
月
は
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
日
い

く
ら
頑
張
っ
て
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
て
も
、
す
ぐ
明

日
に
結
果
が
出
る
と
い
う
事
は
な
い
と
い
う
こ
と

を
党
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

あ
せ
ら
す
根
気
よ
く

「ダ
イ
エ

ッ
ト
j
を
続
け

て
く
だ
さ
い
。

保
健
婦
照
山
美
樹
記

結
核
は
年
々
減
っ
て

い
ま
す

が
、
我
が
国
で
は
今
で
も
4
万
人

以
上
の
人
が
発
病
し
て
い
ま
す
。

発
病
者
の
約
半
数
は
6
0
歳
以
上
の

高
齢
者
で
す
が
、

小
児
若
年
者
の

結
核
も
あ
と
を
た
た
す
、
最
近
で

は
減
り
方
が
鈍
っ
て
い
ま
す
。
結

核
に
対
す
る
抵
抗
力

（免
疫
）
は

お
母
さ
ん
か
ら
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
生
ま
れ
た
ば
か
り

の
赤
ち
ゃ
ん
で
も
か
か
る
心
配
が

あ
り
ま
す
。
子
供
の
結
核
は
B
C

G
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
に
よ
っ
て
減

っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
で
も
結
核

性
の
髄
膜
炎
等
、
重
い
結
核
に
乳

児
が
か
か
り
ま
す
と
予
後
が
一
般

に
不
良
で
す
。
予
防
接
種
で
早
目

に
免
疫
を
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ

う
。ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象
者

4
歳
未
満
の
乳
幼
児
、

小
学
校

1
年
生
、
中
学
校
ー
年
生
で

1
回

づ
つ
う
け
ま
す
。

注
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

で
陰
性
の
者
の
み
B
C
G
を
行
い

ま
す
。（
陰
性
と
は
発
赤
長
経
9
以
下
）

問
合
せ
／
町
保
健
セ
ン
タ
ー

（内

線
ー
2
4
)
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ぅ知口豚館の1屯尾9入
~,J,... n-n_n  ~ -~ ~ 

r
 
て、

キアンコウ
フライパンのような体型と体の半分位ある大きな口が特

徴的なキアンコウ。海底に体を半分埋めて生活し、目の前

に通りかかった小魚等を海水と一緒にひとのみにしてしま

います。襲うスピードは目にも止まらないくらいで、普段

の様子からは想像できません。また、アンコウはただ待ち

伏せするだけでなく、ルアー釣りをすることでも有名です。

小魚が近づくと先端に白い皮弁の付いた背びれのとげを前

後に振り小魚をおびき寄せます。水槽で飼育していても、

餌のイワシを入れると一斉に釣り竿を振り始め、その姿は

何ともユーモラスです。

人
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